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論文の内容の要旨
　本研究では，C6c単結晶，ヨウ素ドープC60及びK，RbドープC60を作製し，大気圧から約30GPaの圧力
下で高圧下光誘起構造変化を系統的に研究している。C。。単結晶では，高圧下光照射によって連続的な構造
変化を電子・振動状態の観測から見いだし，［2＋2コ環化付加による平均分子問結合数を得ている。平均分
子問結合数を基準にして，高温高圧重合体と高圧下光照射による重合体の電子・振動状態を比較すること
で，高圧下光照射効果は固体C60に三次元的なネットワーク構造を導入することを明らかにした。さらに圧
力下での構造変化の活性化エネルギーを発光スペクトルの解析からO．23eVと見積もり，高圧下光誘起構造
変化も，大気圧下と同様に［2÷2コ環化付加反応による構造変化であることを示した。ヨウ素ドープC。。で
は，C．oマトリックス中のI6分子の部分的な熱解離とそれに伴う亙2分子の表面近傍への偏析がC。。の重合化
と密接に関係していることを示し，ヨウ素ドープC60ではC60ダイマーが選択的に形成することを明らかに
した。アルカリ金属ドープC。。では高温高圧下光照射に対し構造変化を示さないことを確認した。A，C60（A
＝K，Rb：x＝3，6）の高圧下ラマン散乱を詳細に観測し，へ（2）モードの圧力依存性において半導体相（C。。
単結晶，A6C6c）と金属相（A3C60）の問に相違を示した。
審査の結果の要旨
　C。。単結晶，ヨウ素ドープC60及びK，RbドrプC60を作製し，大気圧から約30GP＆の圧力下で高圧下光
誘起構造変化を系統的に研究しており，その成果は高く評価される研究である。特に，C60の三次元ネットワー
ク構造形成において圧力，光励起の共同効果が重要な役割を担うことを示した点等，高く評価される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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